
水の窓口：川越市上下水道料金センター
TEL 249-1911

　水道事業は、市の会計とは独立した
「企業会計」により運営されています。
皆さんに水を供給する受・浄水場の維
持・更新や水道管の埋設工事は、その
ほとんどが水道料金で賄われていま
す。水道料金は、市町村で設備内容が
異なるため、違いがあります。
　市では、使用するメーターの口径に
よって基本料金が異なり、使用量が増
すごとに単価が高くなる料金計算方
式を採用しています。使用量は2か月
ごとに検針し、料金をお支払いいただ
きます。
＊�お支払いが滞ると給水停止になる場合が
ありますので、ご注意ください。

❷検針にご協力を
　検針は2か月に1度、検針員が各家
庭を訪問し、行っています。この時、
メーターボックスの上に物が置いて
あったり、近くに犬がいたりすると検
針できないことがありますので、検針
しやすいようにご協力をお願いいた
します。

❸お支払い
　いずれかの方法によりお支払いく
ださい。
�現金払い
�口座振替

申し込み 金融機関窓口

必要なもの
　□�領収書または使用水量のお知らせ
　□�金融機関に届けてある印鑑
�スマホアプリ支払い

申し込み
　�　不要（アプリのインストール、
セットアップは必要）

対応アプリ
　�　PayB、楽天銀行アプリ、PayPay、
銀行Pay、auPAY

　＊�口座振替でお支払いの方は、停止の手続
きを行ってください。

上手な水の使い方
家庭で使われる水の内訳は、炊事・

洗濯で約40％、トイレ・風呂で約50％、
その他で10％です。水はなくてはなら
ない貴重な資源です。次のようなこと
に心がけて、大切に使いましょう。
❶�歯磨きのときは、水を流したままに
しない

❷風呂の残り湯は、再利用する
❸洗車はバケツにくんだ水で
❹�洗濯はためすすぎ、食器・野菜はた
め洗い

❶届け出
　使用を開始するとき・使用を中止す
るとき・その他変更などがあるとき
は、水の窓口：川越市上下水道料金セ
ンターへご連絡ください。

使用開始・中止の届出方法
　電話・ファクス・インターネット

給水サービス課　TEL 223-3071
　水道を新設・改造・撤去する場合は、
必ず市指定給水装置工事事業者に依
頼してください。
＊�指定給水装置工事事業者は、市ホームペー
ジを確認するか、給水サービス課にお尋ね
ください。

❶水道利用加入金
　水道を新設または改造（増設）する
場合に、負担が必要です。

❷届け出
　水道の所有者が変わるときは、変更
届が必要です。

上下水道・くらし
水道

水道

水道工事
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　家庭から出た汚水と雨水は下水道
管で集められ、汚水は県の水循環セン
ターで処理され、雨水は川などに排出
しています。
　排水方法は、汚水と雨水を同じ下水
道管で排水する合流式下水道と、別々
の下水道管で排水する分流式下水道
があります。
　公共下水道が建設され「処理区域」
として供用開始の告示があった後、3
年以内に水洗化しなければなりませ
ん。また、処理区域内に家を新築、また
は改築する場合は、公共下水道に接続
することが義務付けられています。
　工事は、市指定下水道工事店に依頼
してください。指定業者以外の工事は
「無資格工事」となり、やり直し、また
は過料を科せられる場合もあります

下水道課　TEL 223-0331
❶ディスポーザーについて

旧建設大臣認定またはこれと同等
の性能基準による適合評価を受けた
ディスポーザーキッチン処理システム
で、適切な維持管理が行われているも
の以外は設置が認められていません。

❷雨水は流さないで
市内の下水道は、雨水と汚水を別々

の管で流す分流式が多くなっていま
す。分流式の汚水管に雨水が流れ込む
と台風などの大雨で管内がいっぱい
になったとき、マンホールから汚水が
あふれ出してしまいます。施設の保守・
環境衛生のため、雨水は分流式下水道
の汚水管には流さないでください。

下水道課　TEL 223-0331
　所有している土地または権利を
持っている土地に下水道が整備され
ると、環境が改善され、その土地の利
便性、快適性などが向上し、利益を受
けます。下水道事業受益者負担金は、
利益を受ける方を受益者として下水
道建設費の一部を負担していただく
ものです。

水の窓口：川越市上下水道料金センター
TEL 249-1911

　公共下水道を使用している方から、
下水道使用料をお支払いいただきま
す。下水道使用料は、水道などの使用
水量を汚水排除量と見なして料金を
算出し、水道料金と合わせて2か月ご
とに請求します。

下水道課　TEL 223-0331

のでご注意ください。
＊�市指定下水道工事店は、市ホームページを
確認するか、下水道課にお尋ねください

下水道
排水に心遣いを

下水道使用料

下水道事業受益者負担金

下水道
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建設管理課　TEL 224-5987
　道路や水路で分断された土地の有
効活用を図るために、道路や水路の付
け替え交換や、使われていない認定外
の道路、不要になった水路などの払い
下げが可能になる場合があります。
　交換や払い下げを希望する場合に
は、建設管理課（小仙波庁舎2階）に相
談の上事前協議申請書に必要事項を
記入し、関係図書などを添付して、申
請してください。

道路環境整備課　TEL 224-6029
　道路照明灯が点灯していないなど
の異常を見つけた方、壊してしまった
方は、設置場所をお知らせください。

建設管理課　TEL 224-5987
　道路敷・水路敷に接する土地を測量
する際に、境界が不明なときは、市と
関係土地所有者による境界確認が必
要です。確認の申請は、土地家屋調査
士または測量士を代理人として依頼
し、所定の用紙にその土地の案内図・
公図の写し・関係土地所有者一覧表な
どを添え、建設管理課（小仙波庁舎2
階）に申請してください。

道路・水路の付け替え
交換、払い下げ

交通・道路・河川（水路）
境界

川越市道の維持補修に関すること
　陥没など道路の異常を見つけた方
は、場所をお知らせください。
道路環境整備課　TEL 224-6029

国道16号に関すること
国土交通省関東地方整備局
　大宮国道事務所大宮出張所

TEL 048-663-4935

国道254号・国道407号・県道
に関すること
埼玉県川越県土整備事務所
TEL 243-2020

道路についての問い合わせ

道路照明灯

道路環境整備課　TEL 224-6029
　道路上に電柱を設置するなど、道路
に一定の物件や施設などを設置し、継
続して道路を使用することを「道路占
用」といいます。
　地上に物件を設置することのほか、
地下に水道・下水道・ガスなどの管路
を埋設することや、沿道の建物から看
板や日除け等を道路の上空に突き出
して設置することも含まれます。
　許可を受けるときには、所定の申請
書に必要事項を記入し、関係図書など
を添付して、道路環境整備課（小仙波
庁舎1階）へ申請してください。なお、
許可を受けた占用について名義変更
等が生じた場合は、変更手続きが必要
となります。道路占用には占用料が掛
かります。

道路占用

交通政策課　TEL 224-5519
　市内には民間の路線バスのほか、交
通空白地域の解消を図るため、駅や公
共施設を結ぶ市内循環バス「川越シャ
トル」を運行しています。

川越シャトル

川越市
バスマップ

詳しくはこちら▶

交通政策課　TEL 224-5519
　路線バスや川越シャトルを補完し、
交通空白地域における市民の移動支
援を目的に、市の中心部を除いた３つ
の地区で事前予約制のデマンド型交
通「かわまる」を運行して
います。

かわまる

かわまる

詳しくはこちら▶

　トイレ、流しなどそこだけ水が流れな
いときは、市指定下水道工事店に連絡
し、ご自身の費用で解決してください。
＊�市指定下水道工事店は、市ホームページを
確認するか、下水道課にお尋ねください

　宅地内ではなく、道路内の管がつ
まっている疑いがあるときは、下水道
課にご連絡ください。

＊�雨水対策施設の設置工事に要した経費に2
分の1を乗じて得た額と上記限度額のいず
れか小さい額が補助金額になります。

＊�補助金額に1,000円未満の端数が生じた
ときは、これを切り捨てます。

＊�浸透型と利用型を合わせて設置する場合
は、それぞれの基数に応じた額を合計した
額が限度額になります。

� 種類
基数� 浸透型 利用型

1基 19,000円 19,000円
2基 33,000円 38,000円
3基 46,000円
4基 58,000円

下水道課　TEL 223-0331
　市の基準により雨水対策施設を設
置する方に対し、補助を行っています
（営利目的・仮設などの建築物および、
過去に最大限度の補助金交付を受け
た方を除く）。雨水の一時的な流出抑
制と有効利用を図るため、ご協力をお
願いします。雨水対策施設の設置を計
画している場合は、工事着工前にご相
談ください。

補助金限度額トイレなどのつまり 雨水対策施設設置補助
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防犯・交通安全課　TEL 224-5721
　カーブミラーを壊してしまった方、
壊れたカーブミラーを見かけた方は、
ミラーの番号（川越市No.◯◯◯と書
かれたシールが貼ってあります）と設
置場所をお知らせください。

公園管理事務所　TEL 222-1301
　公園は、安らぎの場として都市には
欠かせないものです。譲り合って、楽
しくご利用ください。
�安比奈親水公園（散策・スポーツ施
設など）
�伊佐沼公園（広場）
�御伊勢塚公園（広場・テニスコート）
�笠幡公園（緑地・野球場）
�岸町健康ふれあい広場（ウオーキン
グ走路・健康遊具など）
�クレアパーク（商店街にある憩いの
広場）
�仙波河岸史跡公園（仙波河岸跡の自
然豊かな公園）
�濯紫公園（河川と一体になった公園）
�初雁公園（本丸御殿・照明付き野球
場）

＊このほか各種公園施設があります。

�（仮称）川越市森林公園計画地内「森
のさんぽ道」（公園計画地内の雑木
林の一部を「森のさんぽ道」として
開放。3.4kmと2.0kmのコース・ベ
ンチなど）
　公園整備課　TEL 224-5965
�川越運動公園（陸上競技場・総合体
育館・テニスコートほか）
　川越運動公園総合体育館
　TEL 224-8765

公園管理事務所　TEL 222-1301
�除草作業・害虫駆除作業

　公園の除草・害虫駆除が必要な場合
は、公園管理事務所にご連絡くださ
い。殺虫剤を散布する場合は、事前に
連絡します。作業のときは、洗濯物な
どに注意してください。

�公園内の施設
　園内灯・トイレ・水道などが壊れて
いるのを見かけたときは、お知らせく
ださい。

�砂場は誰のもの？
　犬・猫が、砂場にふんをすると、子ど
もたちが遊べなくなってしまいます。
犬・猫は砂場に入れないようにしてく
ださい。

環境政策課　TEL 224-5866
　樹木を保全するとともに、市民の憩
いの場とするため、民有地を借り受
け、「市民の森」に指定しています。
�第1号（小堤31ほか）

　昭和60年度指定
�第6号（笠幡1674-1ほか）

　平成3年度指定
�第7号（中台3丁目13-1ほか）

　平成6年度指定

環境政策課　TEL 224-5866
　貴重な緑の保全のため、一定の基準
を満たす樹木または樹林を「保存樹
木」「保存樹林」として指定し、それら
を保全していただく所有者に奨励金
を交付します。

こども育成課　TEL 224-5724
　地域における幼児および児童の身
近な遊び場として、児童遊園を整備し
ています。日常の維持管理は自治会に
依頼しています。遊具などが壊れてい
るのを見かけたときは、こども育成課
または自治会長にお知らせください。

�第8号（大袋452-1ほか）
　平成9年度指定
�第9号（笠幡2646-1）

　平成10年度指定

公園・樹木
公園 公園管理

保存樹木・樹林

児童遊園

市民の森

河川課　TEL 224-6041
　次のような場合には、河川占用許可
申請が必要です。許可を受けるときに
は所定の申請書に必要事項を記入し、
関係図書などを添付して、河川課（小
仙波庁舎２階）へ申請してください。

�出入りに関する占用
　市が管理する河川（水路）などを出
入り口として使う場合。なお、営利目
的または出入り口の幅が4ｍを超え
る許可は占用料が掛かります。

�合併浄化層の排水放流など
　合併浄化槽で浄化した水などを市が
管理する河川（水路）に放流する場合。

河川の占用
河川課　TEL 224-6041

　開発行為、建築行為などにおいて、
敷地面積が500㎡以上の場合には、雨
水対策事前協議申請が必要です。河川
課(小仙波庁舎2階)に相談の上所定の
申請書に必要事項を記入し、関係図書
などを添付して、申請してください。
　一部エリアについては下水道課が
協議先になります。詳細については、
下水道課に確認してください。

雨水流出抑制対策カーブミラー

　詳しくは 43ページ、「防犯灯の整
備」をご確認ください。

防犯灯
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